
島根原子力発電所における点検不備島根原子力発電所における点検不備

に係る調査報告書（中間）についてに係る調査報告書（中間）について

平成２２年５月２３日

中国電力株式会社中国電力株式会社



本日のご説明内容

１．これまでの経緯れまでの経緯

２．点検不備のまとめ

３．調査内容および調査結果（中間報告）

４．主な問題点と再発防止対策(中間報告)

５．最終報告へ向けた取り組み
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１．これまでの経緯（1/2）

H22年3月 4月 5月 6月以降

当社の対応当社の対応

・国，地元自治体
への報告

3/31【１号機】自主的な点検のため停止

点検不備(123機器)を確認し報告書を提出
3/30

への報告

国の報告指示に基づく調査報告書
（中間）を提出

4/30

国の対応

3/18【２号機】定期検査のため停止

6月初め

最終報告予定

国の対応 3/30 国からの報告指示

4/19～20 国の立入検査

5/12～14 国の立入検査

島根県および
松江市 対応

3/30 県・市からの申し入れ

/
（２回目）
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松江市の対応 4/16 県・市合同の立入調査



１．これまでの経緯（2/2）
島根１号機 高圧注水系蒸気外側隔離弁の電動機取替の経緯

時 期 事実関係時 期 事実関係

第26回定期検査
(H18.9～H19.4)

・当社が支給した電動機の仕様が誤っていたため，工事会社は電
動機の取替えができなかった。（機器の健全性は確認）

・工事会社の作成した工事報告書に 未取替が特記事項として・工事会社の作成した工事報告書に，未取替が特記事項として
記載されていなかったことから，当社は計画どおり取替が実
施されたと考え，点検計画表の変更手続きをせず，点検計画
表に「点検済み」と記録した表に「点検済み」と記録した。

第26回定期検査～
第28回定期検査

（H21 3)

・メーカから「電動機を再製作した」との連絡を受け，当社は，
第26回定期検査において電動機が未取替であることを知り，第
28回定期検査で取替ることとした（H21.3) 28回定期検査で取替ることとした。

第28回定期検査
(H21.5～H21.10)

・メーカの電動機再製作にミスがあったため，再度，電動機の取
替ができなかった。（機器の健全性は確認）

第28回定期検査
以降（H22.1)

・電動機の未取替について，発電所の「不適合管理検討会」へ報
告し，電動機の健全性を確認した上で，期間を限定して継続的
に使用する手続きを行なった （点検不備の調査開始）
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に使用する手続きを行なった。（点検不備の調査開始）
・H22.4.16に電動機の取替を行った。



２．点検不備のまとめ(1/3)

＜原子力発電所の保安活動＞

将来的な点検計画の策定，点検工事の実施，
保守管理の継続的な改善，他

保守管理業務

運転管理業務
２４時間体制での運転監視，
日常的な機能確認・巡視点検，他

燃料の検査，使用済み燃料の貯蔵，他

放射性廃棄物（固体 液体 気体） 管理 他

燃料管理業務

放射性廃棄物管理業務 放射性廃棄物（固体，液体，気体）の管理，他

放射線管理区域の設定・管理，被ばく線量の管理，他

放射性廃棄物管理業務

放射線管理業務

防災管理業務 原子力災害対策活動，防災資機材の整備，訓練，他
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国／JNES２．点検不備のまとめ(2/3)
による定期検査

点検計画表に記載されている約７万機器を対象に，

「①点検時期超過に係る調査」および「②定期事業者検査に係る調査」を実施

国・JNESによる ①設 ②

。

国・JNESによる
定期検査対象

①
点
検
時
期

係
る
調

点
検

設
備
・
機
器

②
定
期
事
業

係
る
調期

超
過
に

調
査
範
囲

検
計
画
表
の
作

（
約
7
万
機
器

不備
１６４機器

器
の
安
全
性

業
者
検
査
に

調
査
範
囲

作
成
範
囲

器
）

機器性
の
重
要
度

に不備
５０６機器

電力会社による
保守点検活動
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※JNES（ジェイネス）：独立行政法人 原子力安全基盤機構



２．点検不備のまとめ(3/3) 「点検計画表」とは

「点検計画表」とは，原子力発電所の各設備について，点検内容や点検時
期（計画および実績）等を管理するもの。この計画表に基づき点検を計画，
実施する

【点検計画表のイメージ】 凡例：○･･･計画，●・・・実施済，×・・・点検不要

実施する。

設備 機器名
点検

箇所

点検

頻度

点検

内容

定期事業者検

査該当の有無

定期検査回数

26 27 28 29 30 31 ･･･箇所 頻度 内容
26 27 28 29 30 31

□□
設備

△△弁 Ａ 13ヶ月 分解
点検 無 ● ● ● ○ ○ ○無

Ｂ 26ヶ月 動作
確認

機能・性能
検査 ● × ● × ○ ×

実 績 計 画
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実 績 計 画



３．調査内容および調査結果(中間報告)

（１）国からの指示事項

（ ）当社 調査体制（２）当社の調査体制

（３）調査方法（３）調査方法

（４）調査結果（４）調査結果

（５）点検時期超過機器の健全性評価
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（１）国からの指示事項（3月30日受領）

○経済産業大臣からの指示

以下の内容について平成２２年４月３０日までに報告すること

①今回の点検不備について，
・経緯，事実関係の調査

以下の内容について平成２２年４月３０日までに報告すること。

・原因の究明および再発防止対策の検討を行い報告すること。

②島根１,２,３号機の保守管理ならびに，１,２号機の定期事業者検査の②
実施状況について総点検を行い報告すること。

○原子力安全・保安院長の指示

③島根１,２号機の点検が適切に実施されていなかった箇所を早急に点検
するとともに，健全性の評価を行い，その結果を報告すること。
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（２）当社の調査体制

リスク戦略会議（議長：山下社長）

緊急対策本部

社外検証（弁護士４名）

最大約５００名体制で実施

点検・対策本部 評価本部
社外検証（弁護士４名）

社外からの意見・助言

再発防止対策の原因分析依頼

原因分析チーム総点検チーム
再発防止対策
検討チーム

策定依頼

・点検計画表の照合

社外からの意見・

点検計画表の照合
・機器点検 など

社外からの意見・
助言
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助言助言



（３）調査方法

①点検時期超過に係る調査
・点検方法：点検計画表と工事報告書の照合

点検対象 点検計画表にあるすべての機器・点検対象：点検計画表にあるすべての機器
（１号機：約35,000機器，２号機：約35,000機器）

②定期事業者検査に係る調査②定期事業者検査に係る調査
・点検方法：点検計画表と定期事業者検査成績書の照合
・点検対象：定期事業者検査に該当する検査項目

照 合
＜実 績＞＜点検計画表＞

工事会社が点検結果に

工事報告書
機器名称，点検内容
作業内容，実施頻度

工事会社が点検結果に
ついて記録し，当社に
提出する書類

定期事業者

作業内容，実施頻度
実施時期の計画，実績
定期事業者検査該当
の有無 等

定期事業者検査に該
当する部分について，
当社が検査結果を記
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定期事業者
検査成績書

当社が検査結果を記
録したもの



（４）調査結果(1/5)

点検不備①：点検時期超過に係る調査結果
島根１，２号機において，当社が自ら定めた点検
時期を超過している機器が５０６機器あった。

点検不備②：定期事業者検査に係る調査結果
島根１ ２号機において 計画した時期に定期事業島根１，２号機において，計画した時期に定期事業
者検査を実施していなかったものが１６４機器あっ
た （１６４機器は上記５０６機器と重複）た。（１６４機器は上記５０６機器と重複）

その他：点検計画表の実績の記載に誤りがあったが 点検その他：点検計画表の実績の記載に誤りがあったが，点検
時期の超過がないことを確認できたものが，島根
１，２号機において１,１５９機器あった。
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（４）調査結果(2/5) 点検不備①

点検時期を超過した機器：１，２号機 合計 ５０６機器

14大 機器
52

14大 最高度の信頼性が求められる

５２機器：高圧注水系蒸気外側隔離弁用電動機 他

クラス１ 機器
機器

284
156

機器
機
器
の
重

クラス２ 高度の信頼性が求められる

１４機器：非常用ディーゼル発電機系ディーゼル燃料
デイタンク入口弁 他

機器

重
要
度

クラス３ 一般産業施設と同等以上の信頼性が求められる

１５６機器：変圧器消火装置制御盤 他

506機器の重要度分類

クラス１ クラス２

ク ク

小

ノンクラス 安全に関連しない機器

２８４機器：洗濯廃液処理設備 他
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クラス３ ノンクラス



（４）調査結果(2/5) 機器種別分類

５０６機器の機器種別分類

50
機器の

点検時期を超過した機器

内 訳
機器

206

機器の
重要度 総 数

内 訳

電動弁他 手動弁他 その他

クラス1 ５２ １６ ２０ １６
機器

250

クラス1 ５２ １６ ２０ １６

クラス２ １４ ０ ６ ８

クラス３ １５６ １２ ８３ ６１

機器

クラス３ ５６ ８３ ６

ノンクラス ２８４ ２２ １４１ １２１

合 計 ５０６ ５０ ２５０ ２０６

５０６機器の機器種別分類

電動弁他
手動弁他

電動弁他：運転中に操作する弁
手動弁他：運転中に操作をしない弁
その他 ヒ ズ等
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手動弁他
その他

その他 ：ヒューズ等



（４）調査結果(2/5) クラス１の例（電動弁）
○高圧注水系蒸気外側隔離弁用電動機 （電動弁）

復水貯蔵
タンク

蒸気管

手動開閉
も可能

MM

蒸気管

高圧注水
ポンプ

MM

主蒸気系

原
子
炉
圧
力
容

原子炉格納
容器

容
器

高圧注水系概略系統図

高圧注水系とは・・・非常時に，原子炉内に水を送るための設備のひとつ。

当該隔離弁は，高圧注水系の起動の有無に係らず常時「開」状態であり，高圧注水
系の蒸気管破断が発生すると，蒸気の供給を停止するため自動的に「閉」となる。

仮 当該弁が閉まらなく も 様 機能を持 原 炉格納容器内側 隔離弁が
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仮に当該弁が閉まらなくても，同様の機能を持つ原子炉格納容器内側の隔離弁が
閉まるように設計されている。



（４）調査結果(2/5) クラス１の例（手動弁）
通常時「開 状態

○冷凍機冷却水入口弁・出口弁（手動弁）

冷却水戻り

通常時「開」状態
冷凍機の点検の際，

当該弁を手動で閉じる。

制御室

冷却水供給

制御室
冷凍機

冷水循環ﾎﾟﾝﾌﾟ出口弁

中央制御室

冷水循環ﾎ ﾝﾌ

入口弁

出口弁

制御建物空調換気系概略系統図

中央制御室

空気調和装置
外気より中央制御室へ

送風機

制御建物空調換気系概略系統図

制御建物空調換気系とは・・・中央制御室等がある制御建物内の空調設備

当該入口弁・出口弁は，冷凍機の点検を実施する際，冷凍機への冷却水の供給を停
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止するために設置されている弁。通常は「開」状態にあり，冷凍機の点検時のみ，手動に
より弁を閉じる。



（４）調査結果(2/5)クラス１の例（その他）

○原子炉建物排気モニタ対数線量率計（ヒューズ取替）

ヒューズホルダーと
盤表面 線量率計背面

ヒュ ズホルダ と
ヒューズ

原子炉建物排気モニタ対数線量率計・・・原子炉建物から排出される空気中の放射線原子炉建物排気 タ対数線量率計 原子炉建物から排出される空気中の放射線
の量を連続して計測する監視用装置。

当該ヒューズは，過電流から機器を保護する目的で設置されており，ヒューズが切れ
ると警報を発報し運転員に知らせる。
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（４）調査結果(2/5) クラス２の例（手動弁）

○非常用ディーゼル発電機系 ディーゼル燃料デイタンク入口弁（手動弁）

燃料デイタンク
（中継タンク）ポ プ （中継タンク）ポンプ

常時「 状態

ディ ゼル燃料タンク

通常時「開」状態
デイタンクの点検の際，
当該弁を手動で閉じる。

非常用
ディーゼル発電機

ディーゼル燃料タンク

非常用ディーゼル発電機とは・・・異常により，発電所内への電力供給が停止した場合に
起動し，必要な電力を供給するための設備。

当該入口弁は，デイタンクの点検を実施する際，デイタンクへの燃料の供給を停止する
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ために設置されている弁。通常は「開」状態にあり，デイタンクの点検時のみ，手動により
弁を閉じる。



（４）調査結果(3/5) 点検不備②

計画した時期に定期事業者検査を実施していなかったもの
１，２号機合計 １６４機器 （点検時期超過の５０６機器と重複）， 号機合計 機器 （点検時期超過の 機器と重複）

０機器国・JNESによる
定期検査対象

設
備
・
機
器

１６４機器

器
の
安
全
性
の

電力会社による
保守点検活動

の
重
要
度

保守点検活動

○定期事業者検査とは

法律で規定する設備が，技術的な基準を満たしているかどうか，事業者が定期的に確認する検査。

そ 中 特に重要な設備に は 「定期検査 とし 国 が当社 検査に立会または
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※JNES（ジェイネス）：独立行政法人 原子力安全基盤機
構

その中で，特に重要な設備については，「定期検査」として国･JNESが当社の検査に立会または，

その検査記録の確認を行う。



（４）調査結果(4/5) その他

点検計画表の実績の記載に誤りがあったが，
点検時期の超過がないことを確認できたもの

正しい時期に点検は実施されていたが，
実績の記載箇所が誤っていた。
（点検時期の超過はない）

＜例＞

○１，２号機 合計 １，１５９機器
は誤った実績が記入された箇所

点検が実施されていなかった。
（点検時期の超過はない）＜例＞

【点検計画表のイメージ】 凡例：○･･･計画，●・・・実施済，×・・・点検不要

は誤った実績が記入された箇所。 （点検時期の超過はない）

定検回数…

13 月Ａ△△弁□□設備

･･･313029282726…

定検回数

点検頻度点検
箇所

機器名設備
25

× ○×●×
誤:●…

39ヶ月Ｂ

○○○●●●…13ヶ月Ａ△△弁□□設備
●

誤:×

正:×正:●

○××
誤:●

×●…65ヶ月Ｃ ×

正:×正:●

正:×
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正:×

実 績 計 画



（４）調査結果 (5/5)

保守管理が適切に行われているかを確認保守管理が適切に行われているかを確認

１号機 ○ 保守管理が社内ルールに基づき，
適切 行われ るか 各手順

２号機
適切に行われているか，各手順に
ついて確認中。

○建設工事中の保守管理が社内
３号機

○建設 事中の保守管理が社内
ルールに基づき，適切に行われてい
ることを確認済。
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る を確認済。



（５）点検時期超過機器の健全性評価

・４月２８日までに，点検時期超過機器について異常がないことを確認した。
・この他，日々の運転管理業務として，２４時間体制での運転監視，
日常的な機能確認や１日２回の巡視点検等を行 ている

点検時期を超過した機器

日常的な機能確認や１日２回の巡視点検等を行っている。

５０６機器

外観点検，動作確認等の代替点
検 検 施 常

「点検計画表」に記載され

４８７機器１９機器

検，巡視点検を実施し，異常のな
いことを確認。

点検計画表」に記載され
ている方法で点検を実施
し，健全性を確認。

4月16日に島根1号機の高圧注水系

蒸気外側隔離弁用電動機を取り替
えた。

今後，これらの機器について，準備が
整 次第「点検計 表 記載され
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えた。
整い次第「点検計画表」に記載されて
いる方法で点検を実施。



４．主な問題点と再発防止対策(中間報告)

（１）主な問題点（直接的な原因）

① 「点検計画表」制定時の問題点

② 点検実施時における問題点

② 検 事 時②－１ 点検工事発注時の問題

②－２ 交換部品発注時の問題点

③ 点検実績反映時の問題点

（２）直接的な原因に対する再発防止対策

p23Copyright© The Chugoku Electric Power Co.,Inc. All rights reserved.

（注：根本的な原因については引続き調査中）



問題点① 「点検計画表」制定時の問題点

・「点検計画表」へ移行・追加する作業で転記ミス等が発生，チェッ
クも不十分だった。
追加したも は 過去 点検実績や点検方法等 デ タが不十分な

【以前】

・追加したものは，過去の点検実績や点検方法等のデータが不十分な
まま作成していた。(溶接構造の弁を分解点検と記載等)

【以前】 【制定以降】

①「点検周期ﾘｽﾄ」
リスト記載の点検
周期，点検内容等
により点検を実施

「点検計画表」
移行

追加

計画表記載の点検周期，
点検内容等により点検
を実施

1号 H18 4制定②「点検周期ﾘｽﾄ」
に記載されていな
い機器

巡視等により，機
器の状況を監視し
ながら必要に応じ
点検を実施

追加 1号：H18.4制定
2号：H17.10制定
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点検を実施



問題点②－1 点検工事発注時の問題点

点検計画表どおりに工事を発注しなかった。
（点検項目の見落としや点検周期リストの使用）

＜工事仕様書＞

【当社】 【当社】

＜点検計画表＞

＜工事仕様書＞
当社が各点検工事を具体的
に発注するための書類。点検計画表を

もとに作成 点検する機器，点検内容等
を記載。

もとに作成

点検 実施

発注
【工事会社】

＜点検の実施＞
工事仕様書に本来実施すべき点
検が記載されていないため，点

が
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検不備が発生。



問題点②－２ 交換部品発注時の問題点

・点検工事に必要な交換部品を，調達部品リストから購入仕様書（購入品明細）に
転記する際に見落とした。
・交換部品に関する図書がなく 部品の調達ができず点検を中止した等・交換部品に関する図書がなく，部品の調達ができず点検を中止した等。

【当社】 【当社】

＜調達部品リスト＞
機器の点検時に必要な交

＜購入仕様書＞
当社が機器や部品を購入すリストをもとに

成換部品が記載してある資
料

機
る際，具体的に発注するた
めの書類

作成

発注

＜点検を行う 事会社 部品を支給＞

発注

納品【当社】

＜点検を行う工事会社へ部品を支給＞
誤った購入仕様書により，点検に必要な交換部品を発注
したため部品が不足し，点検工事ができなかった。
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問題点③ 点検実績反映時の問題点

設備主管課は，点検が計画どおり実施できなかった場合には，管理主管課へ連絡す
るルールであったが連絡しなかった。
（管理主管課では 連絡がない場合 計画どおりに点検が行なわれたものとして（管理主管課では，連絡がない場合，計画どおりに点検が行なわれたものとして

実績を記入するルールであった。）

＜点検計画表＞

（点検実績の反映）

＜工事報告書＞点検実績連絡
（計画どおり 点検が実（点検実績の反映） （計画どおりの点検が実
施されなかった場合の

み）

【管理主管課】【管理主管課】
【設備主管課】

Ｈ２２ ３ ２７から点検実績を全て連絡するように変更済
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Ｈ２２．３．２７から点検実績を全て連絡するように変更済



（２）直接的な原因に対する再発防止対策

①「点検計画表」
「点検計画表」追加・変更時の点検内容妥当性確
認を充実するよう手順を改善・明確化する。

制定時の問題点
「点検計画表」を見やすくする。

「点検計画表」に基づいた点検工事を確実に実施

②点検実施時に
おける問題点

点検計画表」に基づいた点検工事を確実に実施
するため，工事仕様書の作成等に関する手順を改
善・明確化する。

部品仕様に関する図書の管理責任者を明確にし部品仕様に関する図書の管理責任者を明確にし，
更新管理を行い，継続的にメンテナンスを行う仕組み
を作る。

③点検実績反映
時 の問題点

「点検計画表」への点検実績反映は ，設備主管課
から管理主管課へ連絡しないと，反映されない仕
組みに変更した。

直接的な原因に対する再発防止対策：7月末完了予定
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（注：根本的な原因については引続き調査中）



５．最終報告へ向けた取り組み

最終報告時期：６月初め

○ 根本的な原因分析により 組織・風土まで踏み

＜取組内容＞

○ 根本的な原因分析により，組織・風土まで踏み

込んだ抜本的な再発防止対策を策定。

○ 残存する工事報告書を確認し点検計画表に反映。

○ 保守管理が社内 基づき実施され る○ 保守管理が社内ルールに基づき実施されている

か確認。

なお，点検時期を超過した機器については，引き続き，
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点検計画表に記載されている方法で点検を実施する。


